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はじめに～「1 匹と９９匹の羊のたとえ」(失われた羊のたとえ)から読み取るカウンセリング・支援教育の意義 
 
キリスト教主義学校におけるカウンセリング・支援教育について思いを巡らせる時、まず第一に新約聖書の「1
匹と９９匹の羊のたとえ」(失われた羊のたとえ)が浮かんできます。このたとえが告げようとするメッセージこそが、
今回の課題でもあり、ある糸口を示すものでもあります。ところが、このたとえの解釈は意外にも誤解されている場
合が多いのです。 
ある幼稚園の園長がこんな話をされました。「一般の幼稚園は、子どもの体育と知育そして心のあり方を保育
の対象としていますが、キリスト教の幼稚園ではそれらに加えて子どもの魂をみとります。人間はからだ(Body)・こ
ころ(Mind)・霊魂(Spirit)から成っていて、その中でも霊魂こそが人間の本質的な部分です。このたとえの 1 匹の
羊は子どもの霊魂のことです…」。キリスト教主義の学校は肉体と精神に加えて霊魂をみとる、確かに的を射た表
現ですが、はたしてそうでしょうか。 
  実は新約聖書には「1 匹と９９匹の羊のたとえ」はマタイによる福音書とルカによる福音書の二箇所に別々に
記され、その二箇所の書き方が大きく変わっています。新約聖書に記された二つの箇所は、一見、同じたとえに
見えますが、まったく違う意味合いを含んでいます。その矛盾こそが今回の大きなテーマと関連するのではない
かと私は考えています。そして、イエスはもともとどのような意図を持ってこのたとえを語られたのかを解明してい
くことがとても重要だと思えるのです。 
その二つの箇所を比較検討する前に、新約聖書に加えてもらえなかった書物(一般的には「外典」と呼ばれて
いる二次文書です)の『トマス福音書』を挙げておきたいと思います。このトマス福音書にも「1 匹と９９匹の羊のた
とえ」が記されていることは専門家でも知らない人が多い事実です。トマス福音書の主張は、社会や人間のから
だによって疎外された霊魂が「迷い出た一匹の羊」であり、イエスはその霊魂の救済者とされています。先のある
園長の話とそっくりの内容なのです。新約聖書に加えられなかった大きな理由は、「霊魂」への偏りと言っても過
言ではないのです。ここに私たちが人間をどのように受け止めていくべきかの、ヒントがあると感じます。 
  さて、マタイによる福音書では、1 匹の羊は自分の責任で迷い出てしまったという明らかにマイナス評価がなさ
れています。教会という集団の中でみんなについていけない弱い１匹の羊。だから羊飼いは強い集団である教
会に連れ戻さなければならないのです。９９匹が残された「山」は聖域で神に守られており、野獣に襲われること
はありません。マタイは９９匹の羊を中心的な基準に置いています。９９匹が正しい生き方をしているということで
す。だから、1 匹をその正しさの中に戻さなければならないのです。他方、ルカによる福音書では、1 匹の羊は罪
を悔い改める必要があるということでマイナス評価がなされています。羊飼いは 1匹の罪を悔い改めさせ、罪を悔
い改める必要がなく自分たちこそが正しいと思っている９９匹の集団(ファリサイ派の人々と律法学者たち)の中に
1 匹を戻すという役割を担っています。９９匹を残した｢野原｣は危険な地域です。集団を危険な場所に放置して
まで、１匹を悔い改めさせるという羊飼いと教会の使命を描いているのです。 
  このような二箇所のたとえは、本当にイエスが語られたことばなのでしょうか。専門的な分析によると、元来のイ
エスのことばに、マタイとルカがそれぞれの現状や立場をもって脚色した可能性が強いのです。最近の研究では、
マタイとルカの脚色や解釈を取り除いていくと、ルカによる福音書 15：4 はイエスがもともと語られたことばだと断
定できるとされています。注意深く読むと、ここで 1 匹の羊はマイナスには評価されていません。羊飼いが１匹の
羊を見失ったというだけなのです。その上、羊飼いは見つけ出すまで捜し回り、1 匹と同行するところでことばは
終わっています。連れ戻そうとはしていないのです。羊飼いは 1 匹を正しいと思い込んでいる 99 匹の集団に戻
すことが、その 1 匹にとっての解決だとは考えないのです。ここが最も大切なメッセージではないでしょうか。1 匹
が歩む方向に、その 1 匹と共に歩む羊飼いの姿を、取り残され不安にある９９匹も見つめることによって、もし自
分が 1 匹の立場になっても、羊飼いは自分が向く人生の方向に向かって共に歩んでくださるという確信を得たこ
とでしょう。1 匹の羊を担いで帰ってくる羊飼いの笑顔よりも、1 匹と並んで歩む羊飼いのうしろ姿にこそ「救い」を
見出すことができるのではないでしょうか。 
このたとえのイエスのことばは、不登校や非行、家庭内暴力などによって学校やクラス教室に入ることができな
い状況にある生徒に対して、教師がどのようなかかわりを持つべきなのかの一つの示唆を与えるものであります。
このたとえを通して考えられる論点を「答え」としてではなく「問い」として受け止めてみたいと思うのです。 
はじめに、このたとえを通して感じたことをまとめておきます。 
A 集団の中の個という存在の意義 
青年期には孤独を見つめることがとても大事です。教師は生徒が孤独を見つめつつも孤立しないように配慮
する必要があります。そして、集団生活では協力、助け合いは必須の要件です。しかし、個が集団の歩調を乱す
ことは頻繁に起こります。その時、教師が権力を持つ指導者としてではなく、ファシリテーター(調整役)としてどう
個とかかわるのかというふるまいやことばが重要ではないでしょうか。 
B 集団の中での個の安心感、安堵感 
  孤立した個は不安です。けれども、集団の中にいても個は個であり、不安は解消されることはないでしょう。一
人になることが孤独とは限りません。集団の中にいるからこそ強く感じる孤独もあるのです。イエスは一匹の羊と
共にその一匹が歩んでいく同じ方向を見ておられ、９９匹の羊は羊飼いの後ろ姿を見て安心しているのです。い
のちが脅かされる恐怖に満ちた社会の中で、どのように生き抜いていくのか、教師が先達者としてどう個とかかわ
るのかというふるまいやことばが重要ではないでしょうか。 
C 孤立することの責任の所在 
生徒は「迷い出た羊」なのでしょうか、「見失われた羊」なのでしょうか。生徒が悪い、教師が悪いといった原因
責任を問い、追及するのではなく、現実に対して、さまざまな視点からかかわっていくことが重要ではないでしょう
か。決して１匹が「特別」ではないのです。「特別」支援ではなく、普段からの自然な支援が大切です。 
D ｢正しさ｣への問い 
１匹が特別なのでしょうか。1 匹が問題なのでしょうか。1 匹が異常なのでしょうか。多数が正しいとは限りません
し、誰しもパーフェクトな正しさを抱くことはできないはずです。「正しい」というものへの錯覚を常に問い、「正し
さ」を絶対化したり、固定化したりすることは避けなければなりません。生徒も教師も「自己絶対化」ではなく、「自
己相対化」しながら判断していくことが重要ではないでしょうか。 
集団という圧力によって、「小さな者」とされてしまう存在に寄り添い、その「小さな者」が自分の生を社会の中
で豊かに開花させ、果実を実らせていく勇気を抱くために寄り添うことが大切です。｢強さ｣に埋まってしまう 1 匹、
「強さ」という集団の中にあっても自分をごまかして歩まざるを得ない 1 匹、つまり１００匹の中にある１匹を見失わ
ない視点こそが、支援の原点であると思います。 
 
１ 聖書に記される「カウンセラー」の像 
 
それでは、聖書の中で「カウンセラー」はどのような形で登場しているのでしょうか。旧約聖書では“Wonderful 
Counselor”(「驚くべき指導者」イザヤ書 9：5)という表現があります。これはヘンデルの『メサイア』の一節で有名な
ものです。人間を救うために新しく登場する救い主[メシア、キリスト]の預言として描かれている存在です。新約聖
書で“Counselor”(「弁護者」ヨハネ福音書 9：5)と訳されている表現は、キリストが昇天された後、神から遣わされ
る慰め主のことを指しています。つまり、「聖霊」のことです。これは後述する「スピリチュアル」との関連で重要な
概念です。そして、何よりも私たちはイエス・キリストの生き方を「カウンセラー」の理想像と受け止めることができま
す。その場合の鍵語として「癒し」と「慰め」を挙げてみます。 
A 癒し 
イエスの宣教の重要な側面は「癒し」です。イエスの生き様は「奇跡(wonder)」に「あふれる(ful)」生き方でした。
しかし、神の子であるにもかかわらず、人間となってイエスご自身が｢悩み｣｢痛み｣｢苦しまれた｣、そのイエスの生
き様そのものがカウンセラーの模範であり、原点の姿であるとみなされます。「この大祭司は、わたしたちの弱さに
同情できない方ではなく、罪を犯されなかったが、あらゆる点において、わたしたちと同様に試練に遭われたの
です」(ヘブライ４：１５)。そして、イエスの弟子たちは人間として傷つくことから逃げず、傷ついた自分を真正面か
ら受け止めて、その痛みの極みにおいて癒され、慰められ、救われている経験を持つ者とされていくのです。そ
の癒す姿は学校の教師につながるものがあります。 
B 慰め 
教師は気休め的で一時的な「慰め」ではなく、｢苦難｣や｢不安｣の根本的意味を見い出すための努力ともがき
に向かい、耐えることから得る根本的な「慰め」を語る必要があります。聖書に共通するメッセージである｢苦難は
栄光に｣「死は復活に」「悲しみは喜びに」という人生の意味を確信することにあります。苦難を通して見い出すこ
とのできるいのちの意味を大切にする教師でありたいと願います。生徒を慰めるために、教師自身が常に慰めを
感じている必要があるのではないかと思います。「神は、あらゆる苦難に際してわたしたちを慰めてくださるので、
わたしたちも神からいただくこの慰めによって、あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができます。キリストの
苦しみが満ちあふれてわたしたちにも及んでいるのと同じように、私たちの受ける慰めもキリストによって満ちあふ
れているからです」(Ⅱコリント 1：４～５) 
 
２ カウンセリングの原型である「魂への配慮」 
   
キリスト教の歴史を遡る時、「カウンセリング」という概念につながるものは「魂への配慮」(care of soul)だと言え
るでしょう。「良き羊飼い」としてのイエスが弟子たちの模範でありました。「わたしは良い羊飼いである」（ヨハネ福
音書 10：11）。一つの群れに集う羊を導く羊飼い、羊のためにいのちを捨てる覚悟を持った羊飼いの姿が最も明
快なカウンセラーの姿です。弟子のペトロへのイエスのラストメッセージは「わたしの羊を飼いなさい」(ヨハネ福音
書 21：17)でした。弟子たちへのミッション、役割は教師のそれに置換できるのではないでしょうか。 
フランス革命以降の近代において、人生や社会に対する不確実性感、無意味感、虚無感、不安などの増大
により、精神的、心理的、身体的に病む人びとの増加がしてきたという背景の中で、キリスト教会は「魂への配慮」
を最大の課題として掲げ実践してきたと言えます。それは、絶対的な聖書のメッセージを相対化して個人の生活
に適応させていく作業であり、すべての人に共通なメッセージをその個人特有の状況の中で組み直していく作
業でもありました。 
「魂への配慮」は人間の死や罪といったことから点から人生や社会を洞察する助けとなりました。それは思いや
りであり、愛の実践であり、祈りによって伝わっていくものでした。裁きではなく、共感でした。語ることよりもまず聴
くことが基本であり、あるがままの相手を認め、理解し、受け容れることでした。このような教会が社会に対して行
った「魂の配慮」が現代のカウンセリングの原型であると分析できると思います。 
 
３ カール・ロジャーズの生涯と思想を垣間見て 
  
あるカウンセラーの先生からの示唆を受けて、現代カウンセリングの礎を築いた人物、カール・ロジャーズ[Carl 
Ransom Rogers、１９０２年－１９８７年]の生涯を学び、彼の生き様から多くの示唆を得ました。ロジャーズはアメリ
カの臨床心理学者で、来談者中心療法(Client-Centered Therapy)を創始しました。カウンセリングの研究手法と
して現在では当然の物となっている面接内容の記録・逐語化や、心理相談の対象者を患者（patient）ではなくク
ライエント（来談者：client）と称したのも彼が最初であるそうです。彼は１９０２年にイリノイ州オークパークにてプロ
テスタントの宗教的に厳格な家庭に生まれています。１９１９年にウィスコンシン大学に進学し、父の農園を継ぐた
めに、農学を専攻しますが、ＹＭＣＡ活動を通じて、キリスト教に興味が移り、牧師をめざすために、史学に専攻
を変えます。ウィスコンシン大学を卒業した 2 ヵ月後に、妻ヘレンと結婚。ユニオン神学校に入学しますが、牧師
を目指す道に疑問を感じ、コロンビア大学教育学部で臨床心理学を学び、在学中ニューヨーク児童相談所の研
修員になります。卒業後、ロチェスター児童虐待防止協会で 12 年間臨床に携わります。その中で、彼は従来の
カウンセリング理論に疑問を感じ、自らの理論的枠組みを形成し始めます。オハイオ州立大学、シカゴ大学、ウィ
スコンシン大学で教授職を得て、教育と研究に従事し、非指示的カウンセリングを提唱します。これが後に「来談
者中心療法」と称されるようになります。その後、人間研究センターを設立し、精力的にエンカウンターグループ
の実践、研究に携わります。さらに、各国の紛争地域でエンカウンターグループを実施し、世界平和に力を注ぎ
ます。晩年にはその功績が認められ、ノーベル平和賞候補にノミネートされています。 
ロジャーズのカウンセリング論の特徴は人間に対する楽観的な見方にあります。彼によれば、人間には有機体
として自己実現する力が自然に備わっています。有機体としての成長と可能性の実現を行うのは、人間そのもの
の性質であり、本能であるのです。カウンセリングの使命は、この成長と可能性の実現を促す環境をつくることに
あるというのです。自分自身を受容したとき、人間には変化と成長が起こるというのです。カウンセラーは、クライ
エントを無条件に受容し、尊重することによってクライエントが自分自身を受容し、尊重することを促す役割を担う
というのです。 
  私はこのたびこのようなロジャーズの思想が、彼の生涯と強烈に結びついていることを知らされると同時に現
在進行形の形で、私自身のこれまでの歩みを振り返させられるきっかけとなりました。ロジャーズは少年期は病弱
で内向的、空想癖に富み、厳格な家庭でした。「ムーニー」というあだ名は実は私も同じものが付けられています。
ファンダメンタリズムで、牧師を志願した姿はとても共感できます。しかし、青年期の中国大陸への旅をきっかけ
に、キリスト教につまずきます。歴史的・批評的聖書解釈と出会うことによって、ファンダメンタルな自己が崩され
ます。これも私も同じ体験をしています。神学から心理学へと方向を転換。学生結婚も私と同じ。中年期の自分
の弱さをさらけ出せない点、家族関係のもつれ、髪の毛が薄いといった自分との親近感とも言えるいくつかの共
通点を見出す中で、ロジャーズが老年期にスピリチュアリティの再傾倒し、世界平和活動へ向かい、宇宙との一
体的神秘体験を重要視したことが、これからのカウンセリングのゆくえに大きなヒントを見出すのは私だけでしょう
か。 
 
４ 私自身の歩みから～牧師、園長そして教師として 
 
私が牧師として始めた仕事は、まず「いのちとこころの電話」として地域に電話を公開することでした。そのこと
によって、多くの相談が舞い込み、それが発展して事務所を設置し、12 年間携わる中で、日弁連との連携で霊
感商法被害者相談窓口を設定し、特に家族関係の相談を年間約 200 件受けていました。専門的な知識は書物
で得ることが中心になりましたが、具体的な相談を通して、何度も挫折し、自分も傷つき、学んでいくことができま
した。親子関係をどのように構築していけばいいのか、マインドコントロール・洗脳からどう解放させていけるのか、
DV(ドメスティク・バイオレンス)から子どもたちを救う手立ては何か、不登校、引きこもり、家庭内暴力、薬物依存、
自殺願望、窃盗、金銭トラブルなど相談は真夜中にも及び、２０歳台はボロボロになる日々が続きました。30歳台
になって、幼稚園の園長を兼任することになり、相談は毎日の子育てや保育相談に移っていきました。一方、数
百組の結婚式を受け持つ中で「結婚前カウンセリング」「結婚後カウンセリング」は相当の回数を重ねています。
教会という現場を訪ねてくる人は千差万別で、特に信仰を求めるのではない形で、自己中心的な発想の人たち
とのかかわりがあったことは私にとってはとてもプラスの経験でした。 
 
5 キリスト教教育における「牧会」とは何か～「パストラル・ケアー」、それとも「パストラル・カウンセリング」 
 
人間における 4 つの痛みは、①身体的痛み、②社会的痛み、③心理的痛み、④霊的痛み(魂の痛み)に分類
できると考えられています。しかし、現実には人間の痛みはそれぞれ明確に分類することができずに、複雑に絡
み合っているはずです。キリスト教の考え方では、最後の霊的という面を欠かないというのがポイントになります。
すべての絡みの最も重要なのが「霊的」な部分であり、すべての人間は「霊的」な存在ゆえに「霊的」な痛みから
救済されていくべきであると考えるのがキリスト教です。ただ「霊的」なものだけを特別扱いしてしまうと、冒頭のト
マス福音書のような解釈になってしまうことに留意しなければなりません。ゆえに人間は霊的な存在だという視座
を抜きにキリスト教のカウンセリングは考えられないということです。ただここで、注意すべきことは霊的な痛みに
関わるということは、宣教(伝道、布教)を目的とし、（結果として入信する人があっても）入信をすすめるものでは
ないということです。 
人間の力を超えた｢絶対的なもの｣(神)との関係修復、回復(和解)という考え方がキリスト教にはあります。傷つ
いた自分を無条件であるがままに受け入れてくださる神の赦しという原点から、自分自身との関係、他者との創
造的な関係(究極には敵への赦し)を創り出していくのです。その確信によって新たな人生観、人間関係が構築
されていきます。 
  近年、「パストラル」ということばがよく用いられています。しかし、厳密な意味でそれが用いられているかどうか
は疑問です。“pastoral”とは「牧羊者(shepherd)の、羊(牛)の群れの、牧師(職)としての、キリスト教徒を導く、牧会
の」という意味です。“pastoral care”とは「牧会、愛の実践、奉仕の業」という意味で、“pastoral counseling”（牧会
カウンセリング）とは異なっています。ところが、一般的には「牧会カウンセリング」という語は定着していて、「牧師
としての立場から行うスピリチュアルな指導や助言、キリスト教的な価値観や信仰を高めるための援助」(ドナル
ド・K・マッキム『キリスト教神学用語辞典』日本基督教団出版局、2002 年、p.388)と意義付けられています。また、
「人生において出会うさまざまな苦痛に際して、それと取り組むために、牧師と牧会的な助けを求めている個人・
夫 婦 ・ 家 庭 に 提 供 さ れ る 牧 会 配 慮 の 特 別 な 一 つ の タ イ プ 」 (“Dictionary of Pastoral Care and 
Counseling”,1990,p.849)という意味も見出せます。 
  今後は「パストラル・ケアー」と「パストラル・カウンセリング」の意義や方法論を整理しながら、もともとキリスト教
が「牧会」として行ってきていることとカウンセリングの接点を分析、検証していくことにより、何らかの大きな成果
が得られていくでしょう。この研究は私にとっても今後の課題です。 
 
６ 「スピリチュアリティ」はどうなっていくのか 
 
２０００年頃から「自己啓発」「精神世界」と訳されるようになった「スピリチュアル(“spiritual”)」は、キリスト教の２０
００年の歴史の中で様々な形で重要に受け止められてきました。英語の意味は「教会関係の事項、精神(宗教)的
な事、霊歌、(肉体的・物質的と区別して)精神的な、.霊的な、神聖な、宗教的な、教会の、聖霊の、魂の、崇高
な、気高い、超自然的存在の、心霊術の」というように多彩なものがあります。「スピリチュアリティ(“spirituality”)」
は「精神性、霊性、崇高、聖職者」と訳されています。類義語の「スピリチュアリゼーション(“spiritualization”)」は
「霊化、浄化」という意味でキリスト教用語としては、信仰のあり方と結びつくものです。 
「スピリチュアル」はもともとは創世記に登場する「神の息、神による風」に由来しますが、人間のいのちの源とも
言える重要な概念にもかかわらず、それが単なる流行語として、そのさわやかとも感じられる雰囲気にイメージ付
けられ現代人、特に若い世代の人びとが魅了されている感があります。キリスト教が２０００年間受け継いできた
感覚的なものの伝統をしっかりと検証しないと、まったく別物の「スピリチュアリティ」が世に浸透し、カウンセリング
の世界にも影響を与えていくことになるのではないかと懸念します。迷信や占いといった類とは分別された「スピ
リチュアル」なカウンセリングの必要性を感じます。 
日本語で「精霊（しょうりょう、しょうらい、しょうろう、せいれい）」は、「人類が古代から普遍的に持つ観念として
の、命や神や霊や魂などを表すときの言葉の一つ。文化人類学の自然崇拝・精霊崇拝（アニミズム）における
『森羅万象に命が宿る』または、その根源をなす「気」などを、ある社会において「幾つかの具現化された形の中
の一つ」を表す言葉」という意味ですが、この「精霊」とキリスト教における「聖霊」の違いが、「スピリチュアリティ」
のとらえ方に類似しているのではないかと感じています。 
 
７ おわりに～今後の課題 
 
 今回、与えられたテーマを考察する中で、今後の研究課題とすべきさまざまなポイントが明らかになっていき
ました。寄り道してばかりで最終的にまとめることができなかったのは残念です。同時に、キリスト教の歴史とカウ
ンセリングの歴史との関連があまり整理されないままに現在に至っていることも明確になりました。結びにあたり、
私が今後、キリスト教学校におけるカウンセリング・支援教育のあり方について、課題として考えていきたい点を
羅列しておきます。 
 
Ａ 連携という視点 
教師、保護者、生徒、カウンセラー、養護教諭、医師、牧師などが協力してさまざまな面から生徒を支援してい
くことがとても大切であり、学校という組織であるからこそ、有機的に機能する仕組みを形成していくことができる
のではないかと実感しています。その意味でコーディネーター的な存在がそれぞれの役割を認識し、それぞれ
の立場の者が知恵を活かし合い、連携を強めていくことが大切です。 
 
Ｂ 絶対的存在(神)不在のスピリチュアリティ 
  スピリチュアリティはもともと霊的な神の力を意味する概念でしたが、現代では絶対者抜きの人間の自己啓発
としてとらえられるように変化しているきらいがあります。スピリチュアリティをどのように受け止めていくかは、キリス
ト教主義学校におけるカウンセリングの位置づけに大きな意義をもたらすことでしょう。 
 
Ｃ 二元論的な思考からの脱出～「精神」か「霊魂」か 
教師は生徒に対してトータルな存在しては全人的にかかわる必要があるでしょう。カウンセリングも多角的に生
徒をとらえ、短絡的な結論によってかかわりを抱くことは避けなければならないでしょう。身体(肉体)と精神を分け
てとらえるヘレニズム(ギリシア思想)の二元論的な思考ではなく、それらを区分けしないヘブライズム(ヘブライ思
想)の考え方のよい面を受け止めつつ、生徒の「からだ」と向き合い、可能な限り多角的に総合的な視点での支
援を実現させていくべきだと考えます。 
 
Ｄ 社会学的な見地と心理学的見地の融合 
 「アスペルガー症候群」「ＬＤ（学習障がい）」「ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障がい）」「ＨＦＰＤＤ（高機能広汎性発
達障がい）」等の臨床的な病名をレッテルとしてしまい、マニュアル的に対応するようなことは避けなければなりま
せん。病名がもたらす本人や家族の感情や意識に配慮しながら、生徒が自分の負い目に立ち向かう意識を抱け
るように、生徒や家族が置かれた環境や人間関係をふまえた支援が必要でしょう。支援によって差別を助長する
ことがないように、社会学的な発想を包含した心理学の成果が取り入れられたカウンセリングが展開されていくべ
きでしょう。 
 
Ｅ 社会の構造とアイデンティティ(自己同一性)の変化 
社会における価値観の急変、世代の差による考えの相違といった状況の中で、生徒たちは理想的見本として
の「大人」を見失い、本来あるべき理想とする自分と現実の自分や他者との隔たりを強く感じている。自己や社会
や他者、そして得体の知れないものへの嫌悪、憎悪が渦巻く中で、生徒たちを支援していく困難さを覚えます。
社会の動向を見つめつつも普遍的な人生観を身に着けた教師のあり方がますます問われていくことになってい
くでしょう。 
 
Ｆ 死という限界を超克する「いのち」 
セーレン・キルケゴールは、死に至る病である「絶望」を自覚した人間は｢自己逃避｣というごまかしの「弱気の
絶望」か、「自己絶対化」という「強気の絶望」を発現する、と説きました。神でないものを神とする考え方、または
自分を含め人間を神とする考え方は、自身や他者を不安と絶望に導くものであると考えます。罪と死を克服する
「いのち」の意味を見据えた教師の生き様が生徒たちにとっては有益になるに違いありません。 
 
F 聴くゆとりと待つゆとり 
  キリスト教においては「祈り」という関係が重要です。面接や対話の後にも継続する「祈り」は、人と人を取り持
っていくものです。自分のいのちのための「メディテーション(瞑想)」という沈黙する時を生活の中に創ることと生
徒のことばやふるまいを待つことには相関関係があるのではないでしょうか。もう一言聴くゆとり、もう一分待つゆ
とり、カウンセリングにはこの世的な時間の流れとは別の時が重要となるでしょう。  
 
G 共にい続けること～同伴者としての教師 
  聖書の中心メッセージは「インマヌエル(「神は私たちと共におられる」という意味のヘブライ語)」であり、「神は
生きておられる」という旧約聖書で繰り返され、イエスがキリストとして十字架から復活することによって明かされた
いのちの意味です。生きた神が傍らにおられるという実感が、生徒が教師に対して抱く感覚と重なっているとす
れば、それは大きな励ましになっていくに違いありません。どんな状況であろうと共にい続けていく同伴者になり
たいと願います。 
 
《参考文献》   
荒井献『問いかけるイエス～福音書をどう読み解くか』日本放送出版協会、1994 年。 
スワード・ヒルトナー著(西垣二一訳)『牧会の神学』聖文舎、1975 年。 
Ｈ・ヌーウェン著(西垣二一・岸本和世訳)『傷ついた癒し人―苦悩する現代社会と牧会者』日本基督教団出版局、
1981 年。 
『キリスト教教育辞典』日本基督教団出版局、1969 年。 
『講座・現代キリスト教カウンセリング』日本基督教団出版局、2002 年。 
セーレン・キルケゴール著(桝田啓三郎訳)『死に至る病』ちくま学術文庫、1996 年。 
富岡幸一郎著『スピリチュアルの冒険』講談社、2007 年。 
香山リカ著『スピリチュアルにハマる人、ハマにない人』幻冬舎、2006 年。 
諸富祥彦著『生きがい発見の心理学』日本放送出版協会、2002 年。 
ゴードン・マーセル著(青山学院大学総合研究所訳)『キリスト教のスピリチュアリティ～その二千年の歴史』新教
出版社、2006 年。 
 
 
